
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちは生活の中で様々なごみを出していますが、どれくらいの量のごみが出さ

れているかご存じですか？ 

本市から出るごみの量を、１人１日あたりに換算すると１，１５２ｇです。これ

は、県内１３市のうちワースト３位！全国平均の約１．３倍です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● ごみが多いとどうなるの？ 

ごみの量が多いとどうなるのでしょうか？ 

①ごみ処理の費用増加 

ごみ焼却にかかる燃料代等が増加してしまいます。 

②ごみ処理施設への負担増加 

ごみの焼却量が増えると焼却施設のダメージは大きくなり、多額の修繕費用が

かかります。また、焼却後に残った灰を埋め立てる量が増加することで、埋め立

て処分場が満杯になる時期が早まってしまいます。 

③二酸化炭素の増加 

ごみ焼却に伴う二酸化炭素の排出により、地球温暖化が進んでしまいます。 

以上のことから、ごみ排出量を減らしていく必要があるのです。  
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南相馬市は、ごみが多い！？ 
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1人1日あたりごみ排出量（ｇ）

県内１３市の状況

1 人１日

1,152g 

家庭ごみ 

821g 

（71.2%） 

事業系ごみ 

331g 

(28.8%) 

※令和３年度一般廃棄物処理事業実態調査より 

家庭ごみの 

内訳 
可燃ごみ 

645.3g  

(78.6%) 

その他 

175.7ｇ 

(21.4%) 



 

 

● フードロスと生ごみの水切りを意識しよう！ 

本市（１，１５２ｇ）が全国平均（８９０ｇ）に追いつくためには、市民一人ひ

とりが一日あたり２６２ｇ（おむすび２個程度）のごみを減らす必要があります。 

身近に始められるごみ減量対策として、次の２つを意識してみませんか？ 

①フードロスへの取り組み 

可燃ごみ（６４５．３ｇ）の約４割が生ごみと言われています。必要な分だけ作

る、余ったら作り替えるなどで、食べ残しゼロを心がけましょう。 

②生ごみの水切り 

生ごみの約８割が水分と言われており、生ごみの水切りによって、ごみの量を減

らすことができます。さらに、水切りをするとごみの重さや体積が減りますので、

ごみ出しの負担が軽くなるほか、ごみ袋の節約も期待できます。 

● 不要品を活用した生ごみの水切り方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身近なこと、できることからごみ減量へのご協力をお願いします。 

● 小型家電の無料回収イベントのお知らせ 
使用済み小型家電を無料で回収するイベントを開催します。不要になった小型家

電がありましたら、この機会をご利用ください。 

日  時 令和６年２月２４日（土） １０：００～１２：００ 

場  所 鹿島生涯学習センター（さくらホール）駐車場 

     南相馬市鹿島区寺内字迎田２２番地の１ 

回収品目 電話機（ダイヤル式は不可）、携帯電話・スマートフォン、DVDレ

コーダー、CDプレーヤー・ラジカセ、パソコン本体、液晶モニタ

ー、タブレット端末、インクジェットプリンター、ワープロ、ハード

ディスク、ハブ・ルーター等、据え置き型ゲーム機、カセット式ゲー

ムソフト、充電器・ケーブル・アダプター等 

 ※上記品目以外（テレビ、コピー機など）は回収できません。 

 ※個人情報が含まれるものは消去してお持ちください。 

 ※電池、ディスク、テープ等はあらかじめ取り外してください。 

※一度回収したものは返却できませんのでご注意下さい。 

【発行元：南相馬市役所 生活環境課 ごみ減量推進係 電話２４－５２３１】 

テレビ 

ペットボトルを 

切断して再利用！ 

不要な CDを 

そのまま活用！ 


